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発明の概要

【課題】低抵抗かつ微細な銅配線を得る。
【解決⼿段】この不純物による被覆率が⼩さくなるに従って結晶粒が粗⼤化している
ことが確認できる。特に、この被覆率が２５％の場合（ｃ）には、被覆率が０の場合
（ｄ）と同等に平均粒径が⼤きく、かつ５０％の場合（ｂ）よりも⼤幅に⼤きく向上
している。また、前記の通り、６Ｎ、９Ｎのめっき液を⽤いた場合には、ここで問題
となる不純物は主にＣｌとＯの化合物であり、Ｆｅの濃度は低い。このため、上記の
被覆率は、結晶粒の表⾯を構成する原⼦がこのような不純物の原⼦で覆われた割合に
対応する。上記のように、例えばめっき液の濃度を９Ｎとし、かつ添加剤の濃度を調
整して熱処理⼯程前における銅層の平均粒径を２８ｎｍ以下と⼩さくしてから熱処理
を⾏うことにより、上記のようにこの被覆率が２５％とした場合でも、銅層の⽐抵抗
を従来の４μΩ・ｃｍよりも低下させることができる。
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